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「
世
紀
の
大
掃
除
」
と
銘
打
っ
て
、

　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
繰
り
広
げ
ら

１１

２３

２９

れ
た
『
杉
並
・
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
』
は
、
約
六
七
〇
〇
人
の
区
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
そ
こ
か
し
こ

の
杉
並
が
、
新
た
な
世
紀
を

前
に
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
ま

し
た
。
天
候
が
良
く
な
い
日

も
あ
り
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
本
当
に
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

　

「
帰
り
に
掃
除
し
た
所
の

前
を
通
っ
た
と
き
、
自
分
の
心
の
中
も

掃
除
さ
れ
た
よ
う
で
気
分
も 
爽 
や
か
だ

さ
わ

っ
た
」
と
の
お
手
紙
を
あ
る
参
加
者
の

方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
共
通
の
感
想
だ
と
思
い
ま
す
。
ケ
ネ

デ
ィ
の
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
社
会
が
自
分
に
何
を
し
て
く
れ
る

か
」
で
は
な
く
、
「
自
分
が
何
を
で
き

る
か
」
を
自
ら
問
い
見
事
に
実
行
し
た

時
こ
そ
、
「
爽
や
か
さ
」
と
共
に
社
会

を
大
切
に
思
う
心
が
生
ま
れ
、
多
く
の

人
の
そ
ん
な
心
が
社
会
を
住
み
や
す
い

も
の
に
し
て
ゆ
く
の
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
お
掃
除
で
杉
並
を
見

つ
め
直
し
ま
し
た
が
、
来
年
は
も
っ
と

杉
並
を
見
つ
め
て
、
み
ん
な
で
『
杉
並

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
っ
て
み
よ
う
と

い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
風
景
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
、
祭
り
、
産
業
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
、
ま
ち
の
い
い
話
な
ど
、

「
杉
並
自
慢
」
を
捜
し
出
し
て
き
て
、

そ
れ
を
見
れ
ば
一
目
で
杉
並
を
紹
介
で

き
る
『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
、
な
る
べ

く
多
く
の
方
々
の
参
加
で
作
る
こ
と

は
、
私
も
意
義
深
い
と
思
い
ま
す
。

　

善
福
寺
川
に
は
、
多
く
の
名
も
な
い

 
湧
水 
が
あ
る
こ
と
。
区
立
の
小
中
学
校

ゆ
う
す
い

の
校
歌
に
は
、
例
え
ば
、
与
謝
野
晶
子

が
桃
二
小
、
土
井
晩
翠
が
桃
四
小
、
山

田
耕
筰
が
井
荻
中
の
校
歌
を
、
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
八
成
小
の
校
歌
を
作
詞
・
作
曲

す
る
な
ど
、
知
ら
れ
ざ
る
『
杉
並
自

慢
』
は
実
に
多
い
の
で
す
。

　

『
杉
並
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
は
、
完
成

す
れ
ば
区
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
を
様
々

に
利
用
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
作
り
を
通
じ
て
、
杉
並
・
わ

が
ま
ち
の
再
発
見
が
な
さ
れ
、
地
域
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
一
層
高
め
て
ゆ
く
面

白
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
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区は、財政状況を的確に把握するため、昨年「バランスシート」を作りました。今年
は他に、外郭団体なども含めて財産や借金などを見る「連結バランスシート」と、コ
ストを把握するための「行政コスト計算書」を作り、税金などをより一層効率よく使
うために役立てていきます。

―問い合わせは、企画課へ。

土地、建物など�土地、建物など�

5,172億円�5,172億円�

財産� 財産の資源�

借金など�借金など�
1,286億円�1,286億円�

正味の財産�
（借金のない部分）�
正味の財産�
（借金のない部分）�

4,332億円�4,332億円�

5,618億円� 5,618億円�

貯金など�貯金など�

446億円�446億円�

〈バランスシート〉�て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
こ

う
し
た
財
産
や
借
金
の
状
態
を

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
区
の
財
産
は
右
図
の

よ
う
に
五
六
一
八
億
円
で
、
こ

れ
は
一
年
間
の
収
入
の
四
年
分

ほ
ど
で
す
。
借
金
な
ど
は
一
二

八
六
億
円
で
、
区
民
一
人
あ
た

り
二
五
万
円
の
計
算
と
な
り
ま

す
。

　

区
で
は
、
借
金
に
あ
た
る
部

分
が
増
え
て
き
た
た
め
、
財
産

を
処
分
す
る
こ
と
で
借
金
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

�
　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

に
必
要
な
費
用
（
コ
ス
ト
）
を
、

収
入
と
比
較
し
て
適
正
で
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

表
が
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で

す
。

　

学
校
の
建
物
な
ど
は
長
く
使

っ
て
い
る
と
古
く
な
り
、
改
修

や
建
て
替
え
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
際
に
必
要
と
な
る
お

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

学校運営�

保健所運営�

など行政の�

サービス�

学校運営�

保健所運営�

など行政の�

サービス�

出費�
1,135億円�

収入�
1,142億円�

※財産購入、貯金、借金の動きはコストに含みません。�

コスト�

見えにくい�
コスト�

正味の�
財産の増�
7億円�

税金、�

国からのお金�

など�

税金、�

国からのお金�

など�

建物が古く�
なるコスト�
など�

〈行政コスト計算書〉� 金
も
前
も
っ
て「
コ
ス
ト
」に
含

め
て
考
え
に
入
れ
て
お
か
な
く

て
は
区
の
仕
事
を
順
調
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
考
え
が
き
ち
ん
と

財
政
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
で
確
認
し
ま
す
。

　
　

年
度
は
、
コ
ス
ト
の
出
費

１１
が
収
入
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い

て
、
七
億
円
の
余
り
が
財
産
と

し
て
施
設
の
整
備
な
ど
に
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。（
左
図
）

　

な
お
、
財
産
購
入
や
、
貯
金
・

借
金
な
ど
の
動
き
は
コ
ス
ト
に

含
み
ま
せ
ん
。

　

家
庭
で
の
毎
日
の
生
活
費
に

当
た
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト

は
、
一
一
三
五
億
円
で
、
区
民

一
人
当
た
り
二
二
万
一
〇
〇
〇

円
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ス
ト
を
分
野
別
に
見
る

と
、
福
祉
関
係
が　

％
ほ
ど
、

４７

教
育
関
係
が　

％
ほ
ど
に
な
り

２１

ま
す
。

�
　

杉
並
区
に
は
、
さ
ん
あ
い
公

連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

社
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
な

ど
、
区
と
関
連
し
た
団
体
が
あ

り
ま
す
。
区
だ
け
で
な
く
、
こ

う
し
た
団
体
の
財
産
や
借
金
を

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
加
え
る
こ

と
で
、
区
の
財
政
の
全
体
像
が

一
層
明
ら
か
に
な
り
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
将
来
の
負
担
な
ど
も

わ
か
り
ま
す
。

　

関
連
す
る
団
体
を
加
え
た
場

合
、
財
産
と
し
て
は
二
七
億
円

（
０
・
５
％
）
増
え
、
借
金
は

一
〇
億
円
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
関
連
す
る
団
体
は
、

金
利
負
担
が
あ
る
財
産
（
土
地

等
）
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。

☆

　

こ
れ
ら
の
表
に
つ
い
て
の
詳

し
い
内
容
や
説
明
は
、「
杉
並

区
の
財
務
諸
表
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
区
政
資
料
室
（
区
役
所

西
棟
二
階
）、
図
書
館
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
デ
ー
タ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
・「
行
革
」
の
項
に

あ
り
ま
す
）
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

より効率的な財政運営のために

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
区

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
に

税
金
を
使
う
よ
う
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

企
業
の
会
計
方
式
で
使
わ
れ
て

い
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
の

表
を
使
い
、
区
の
財
政
を
よ
り

き
め
細
か
く
分
析
・
管
理
し
、

財
政
の
運
営
に
役
立
て
て
い
ま

す
。
ま
た
、
企
業
で
広
く
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
方
法
を
使
う

こ
と
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
も

区
の
財
政
状
況
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

�
　

区
に
は
、
収
入
と
し
て
税
金

や
国
な
ど
か
ら
の
お
金
が
入
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
お
金
は
教
育

や
福
祉
な
ど
、
区
が
行
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
使
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
一
部
は
建
物
や

貯
金
な
ど
の
「
財
産
」
と
な
り

ま
す
。 

�
　

区
で
は
土
地
や
建
物
な
ど
を

財
産
と
し
て
持
っ
て
い
ま
す

が
、
住
宅
ロ
ー
ン
と
同
じ
よ
う

に
借
金
で
そ
の
財
産
を
維
持
し

区
の
財
産

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

区長から
の�

いいメー
ル�

杉
並
区
長

区
民
が
つ
く
る

『
杉
並
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』を
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人件費の状況（平成１１年度普通会計決算）

（参考）
１０年度
人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支

（黒字額）歳出額（Ａ）
住民基本　
　台帳人口
（１２年４月１日）

３２．８％３２．３％４１，９７９，７４３千円 ４，４８６，１６２千円１３０，１２６，７５７千円５０２，８０１人

※歳出額には、国民年金印紙代金等を含んでいません。人件費には、一般職員のほか、
区長、議員、パートタイマー等に支給される給料、報酬等を含みます。

職員給与費の状況（平成１２年度一般会計当初予算。退職手当を除く）
１人あたり
の給与費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費職員数
（Ａ） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

７，４６５千円３４，０９０，８６１千円９，５２０，８６３千円５，４４３，７０５千円１９，１２６，２９３千円４，５６７人

給与の種類とその内容（平成１１年度実績）
給料表に定める額（行政職、技能労務職など職務の内容によって給料表は異なります）
民間における賃金や物価が特に高い地域に勤務する職員に支給される手当

（給料＋扶養手当＋管理職手当）の１２％支　　　給　　　率
全職員　　　　　　　　　　　　支給対象職員　　　
地域区分により０～１２％国の制度（支給率）

１人当たり平均支給年額（１１年度） ������������������ ５１０,８２０円

国杉並区 区　　　分
１６,０００円１７,７００円配　偶　者
各５,５００円 各５,０００円配偶者以外の扶養親族２人まで　
各２,０００円各２,０００円配偶者以外の扶養親族３人目以降
各５,０００円各４,０００円１６歳～２２歳の子がいる場合の加算

自己所有住宅１,０００円
賃貸住宅支給限度 ２７,０００円

８,５００円扶養親族を有する世帯主　
８,０００円扶養親族を有しない世帯主

運賃相当額（限度額５０,０００円）運賃相当額（限度額４５,５００円）交通機関利用者（電車、バス等）
通勤距離に応じて支給通勤距離に応じて支給交通用具使用者（自転車等）　　

管理職手当、初任給調整手当など（管理職手当は１０％返上中）
著しく危険、不快、不健康、困難その他特殊な勤務に従事したときに支給される手当

４８．２０％職員全体に占める手当支給職員の割合　　
８４,３７２円支給職員１人当たり平均支給年額（１１年度）
１２種類手当の種類（手当数）　　　　　　　　　

１不規則勤務手当
２税務事務特別手当
３福祉事務所等業務手当
４障害者（児）施設等業務手当
５取締・指導等業務手当

支給額の高い順　
代
表
的
な
手
当
の
名
称

１不規則勤務手当
２税務事務特別手当
３福祉事務所等業務手当
４障害者（児）施設等業務手当
５防疫等業務手当

 支給人員の多い順

１０年度１１年度 区　分
１,４２０,１６８千円１,３４６,６１４千円支給総額

３４６千円　３２９千円支給対象職員１人当たり
平均支給年額

（一般会計）
休日給、宿日直手当など
ボーナスに相当する手当

国杉並区
区    分

勤勉期末勤勉期末 
０．６０月分１．４５月分０．４０月分 １．６５月分６月期
０．６０月分１．７５月分０．４５月分１．９０月分１２月期
―０．５５月分―０．５５月分３月期

４．９５月分４．９５月分計
有有職務段階に応じた加算措置

※一般職員の例、条例本則
職員が退職した場合に支給されます

国杉　並　区
区    分

定年・勧奨自己都合定年・勧奨自己都合
２８．８７５月分２１．００月分３８．００月分２４．２５月分   勤続２０年
４４．５５月分３３．７５月分５０．００月分３２．５０月分   勤続２５年
６２．７０月分４７．５０月分６２．７０月分４９．７５月分   勤続３５年
６２．７０月分６０．００月分６２．７０月分５０．００月分   最高限度

定年前早期退職特例措置
 ��� （２～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
 ��� （２～２０％加算）   加算措置

１号俸
定年・勧奨退職
勤続１５年未満　１号給
勤続１５年以上　２号給

 退職時特別昇給

――２５,３９６千円３,７８８千円 １人当たり平均支給額

�
　
　

年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

１１
は
、
一
四
一
一
億
一
五
二
六
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
二
三

億
三
〇
三
万
円
（
１
・
７
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、特
別
区
税
は
、

五
六
三
億
九
八
七
〇
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
四
〇
億
一
二
二

四
万
円（
６
・
６
％
）の
減
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
総
額
に
対
す

る
割
合
は
、　

・
０
％
で
し
た
。

４０

　

特
別
区
税
は
、
主
に
特
別
区

民
税
か
ら
な
り
、
独
自
の
区
政

を
進
め
る
上
で
最
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
べ
て
減
っ
た
主

な
も
の
と
し
て
は
、
特
別
区
財

政
交
付
金
が
約
六
〇
億
円
、
特

別
区
債
が
約
一
三
億
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
と
比
べ
て
増

え
た
主
な
も
の
と
し
て
は
、
繰

歳　

入

入
金
が
約
五
五
億
円
の
増
、
創

設
さ
れ
た
地
方
特
例
交
付
金
が

約
四
三
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�
　
　

年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出

１１
は
、
一
三
六
五
億
五
四
〇
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
二
三
億

七
一
〇
三
万
円
（
１
・
８
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
べ
て
減
っ
た
主

な
も
の
と
し
て
は
、
保
健
衛
生

費
が
約
二
六
億
円
、
土
木
費
が

約
六
億
円
の
減
で
し
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
と
比
べ
て
増

え
た
主
な
も
の
と
し
て
は
、
福

祉
費
が
約
二
四
億
円
、
産
業
経

済
費
が
約
一
七
億
円
の
増
で
し

た
。
内
訳
は
、
左
図
の
と
お
り

で
す
。

◇

　
　

年
度
は
、
一
般
会
計
の
歳

１１
入
が
歳
出
を
四
六
億
九
八
六
万

歳　

出

おお知知ららせせししまますす

区区職職員員のの給給与与
毎年、区では、区民の皆さんに区政への一層のご理解をいた
だくため、区職員に支払われる給与などの状況をお知らせし
ています。現在、約４７００名の職員が区役所や保育園、保健
所、図書館などで、区民の皆さんの暮らしに密着したさまざ
まな仕事をしています。また、そのうちの約３５０名は、１２年
４月から清掃事業が都から区に移管されたことによる派遣
職員です。 ����� ―問い合わせは、職員課給与係へ。
※この公表の数値は、平成１２年の給与改定前の内容です。

特別会計決算

歳　出歳　入

３０５億７,５００万円３１４億２,６７５万円
国　　民
健康保険
事業会計

４２６億３９２万円４３０億２,０８５万円老人保健
医療会計

８億１,２７９万円８億１,２７９万円用地会計

歳出総額�

1,411億1,526万円�

1,３６５億５４０万円�

歳入総額�

特別区税�
５６３億９,８７０万円�
（４０.０％）�

福祉費＝�
高齢者などの�
福祉に�

４２６億９,５４３万円�
（３１.３％）�職員費＝�

職員の給与などに�
４０４億７,６３１万円�
（２９.７％）�

特別区税�
５６３億９,８７０万円�
（４０.０％）�

福祉費＝�
高齢者などの�
福祉に�

４２６億９,５４３万円�
（３１.３％）�職員費＝�

職員の給与などに�
４０４億７,６３１万円�
（２９.７％）�

諸支出金＝区債の元利償還�
や特別会計への支出などに�
１５３億１,７３３万円（１１.２％）�

教育費＝学校教育、�
社会教育、社会体育に�
１３４億１,４６９万円（９.８％）�

土木費＝公園や道路の建設・�
管理、河川や自転車駐車整備に�
５８億９,３２０万円（４.３％）�

都市環境費＝防災、緑化、�
まちづくりに�
３９億４,７９４万円（２.９％）�

保健衛生費＝皆さんの健康�
維持・増進をはかるために�
３５億４,２４８万円（２.６％）�

産業経済費＝消費者行政・�
商工業の振興などに�
３３億２,６２１万円（２.４％）�

その他＝区民施設の管理運営、戸籍�
事務などの区民生活費、議会費に�
３３億２,９６３万円（２.５％）�

総務費＝広報の発行、電子計算�
組織の運営、国際交流の促進に�
４５億６,２１８万円（３.３％）�

特別区財政交付金�
１８０億４,６１８万円�
（１２.８％）�

国庫支出金�
１４８億１,０８９万円�
（１０.５％）�

諸収入�
１１０億９,８３８万円�
（７.９％）�

繰入金�
８０億１,０５０万円（５.７％）�

都支出金�
６５億１,６６９万円（４.６％）�

地方消費税交付金�
４７億５,０４４万円（３.４％）�

繰越金�
４６億７,７８７万円（３.３％）�

地方特例交付金�
４３億５,８４７万円（３.１％）�

特別区債�
３９億９,１９０万円（２.８％）�

使用料及び手数料�
２６億７,２３９万円（１.９％）�

その他�
５７億８,２８５万円（４.０％）�

一般会計決算�

平
成
１１
年
度
の
決
算
報
告�

円
上
回
り
、
こ
の
額
を
平
成　
１２

年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
そ

の
内
訳
は
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
た
事
業
の
経
費
一
億
二
二
一

五
万
円
と
、
一
般
繰
越
は
四
四

億
八
七
七
一
万
円
で
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
の
決
算
額

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合

計
は
、
歳
入
が
二
一
六
三
億
七

五
六
五
万
円
（
前
年
度
比
３
・

７
％
増
）、歳
出
が
二
一
〇
四
億

九
七
一
二
万
円（
前
年
度
比
３
・

５
％
増
）
で
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
収
入
役
室

出
納
係
へ
。

①一般職
　区の一般職員の給与は、２３区が共同で設置した特別区人事委員
会が、毎年、民間従業員の給与の実態などを調査し、区職員と民
間従業員との給与の較差を明らかにしたうえで、その較差をなく
し民間給与の実態と合うように給与の是正を勧告します。
　この勧告を受けて、区は給与に関する条例案をつくり、区議会
での審議を経て、一般職員の給与を決定しています。
②特別職
　区長や区議会議員などの給与または報酬の額は、杉並区特別職
報酬等審議会の意見を聴くなどしたうえで条例案をつくり、区議
会での審議を経て決定しています。

給　

与

毎
月
き
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

勤
務
し
た
実
績
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
も
の

臨
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の

給 料

調整手当

通勤手当

住居手当

そ の 他

特殊勤務
手 当

超過勤務
手 当

そ の 他

期末・　
勤勉手当

退職手当

扶養手当

区職員の給与決定のしくみ
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況 ������ （平成１２年４月１日現在）
技　能　労　務　職一　般　行　政　職

区　分
平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
４５歳３月４１９,４６３円３３１,０７７円４０歳１１月４５０,８４３円３４７,７３５円杉 並 区
４７歳１０月４３９,３８４円３３８,６６３円４２歳６月４６０,５３５円３４７,９３３円東 京 都
４７.９歳２８９,３１５円３９.９歳３２６,１０６円国

※国の平均給与月額は公表されていません。

一般行政職の初任給の状況  （平成１２年４月１日現在）
Ⅲ類（高校卒）Ⅰ類（大学卒）
１４４,９００円１８４,２００円初任給

杉並区
１５６,２００円２０７,８００円採用２年経過日給料額
１３９,１０４円

（１４４,９００円）
１７６,８３２円

（１８４,２００円）初任給
東京都

１４９,８５６円
（１５６,１００円）

２００,３５２円
（２０８,７００円）

採用２年経過日
給料額

Ⅲ種
１４１,９００円

Ⅰ種 １８４,２００円
初任給

国
Ⅱ種 １７４,４００円

Ⅲ種
１５１,８００円

Ⅰ種 ２０３,８００円採用２年経過日
給料額 Ⅱ種 １８８,９００円

※東京都の（　）内は、４％の減額措置前の支給月額です。

職員の経験年数別・
学歴別平均給料月額の状況（平成１２年４月１日現在）

２０年１５年１０年経験年数

３９５,２９３円３４０,７３３円２９０,０４４円
大
学
卒

一
般
行
政
職 ３４４,５４６円２９７,６８０円２４３,６４１円

高
校
卒

３２９,９７７円２８１,７９３円２３６,４１８円技能
労務職

職　員　数　の　状　況
１　部門別職員数の状況と主な増減理由 �������� （各年４月１日現在　　単位：人）

増減の内訳と主な増減理由対前年
増減数

職　　員　　数
平成１２年平成１１年

増員
０１８１８議会

一　

般　

行　

政　

部　

門

減員
ホームページ企画運営、職員研
修事務、特命事項担当副参事ポ
スト増、２１世紀ビジョン策定、
区民センター調整業務

５増員

－４９６５４７０３総務

区政情報室廃止、地域情報化計
画策定、用品調達事務、研究指
導担当副参事ポスト等減、統一
選挙対応、清掃事業移管準備、
地域振興券業務、国際交流協会
廃止、まちづくり公社廃止、警
備職員の削減、介護保険部門へ
の移行、出納業務、文書運搬業
務、保養施設の民間委託

－５４減員

増員
０１２１１２１税務
減員

介護保険制度実施体制、訪問保
健指導業務の移行、障害者福祉
施設の利用者増

６７増員

８１,８２８１,８２０民生

障害者福祉室廃止、各種資金貸
付事務、介護保険事業計画策定、
訪問保健指導業務の移行、福祉
事務所組織改正、敬老会館業務
非常勤化、障害者福祉施設給食
調理業務委託、理学療法士退職
不補充

－５９減員

清掃事業移管３７７増減
３５７６３６２７９衛生 公害関連業務、緑化推進業務の

移行、リサイクル推進課の廃止－２０減員

増員
０５５労働
減員
増員

０６６農林水産
減員

産業振興施策推進１増員
１１０９商工
減員

緑化推進業務の移行、まちづく
り公社移行業務１２増員

１０４１０４００土木
道路整備担当課長ポスト削減、
清掃車庫整備終了－２減員

３２７３,６８８３,３６１小　　計
都区制度改革、教育懇談会５増員

－４１９３１９７２教育特別行政
部門

社会教育センター組織改正、社
会教育会館の非常勤化、社会体
育課組織改正、学校事務職員削
減、給食調理・学校用務職員数
の適正化、学校警備・学童擁護
の委託

－４６減員

増員
－１８６８７国民健康保険

老人保健医療
その他の
部門 レセプト点検事務－１減員

２８５４,７０５４,４２０合計

※職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員など
を含み、臨時又は非常勤の職員を除いたものです。

２　職員数削減に向けた取り組み
　区では現在、「行財政再建緊急プラン（平成１２年度）」に基づき、職員数の削減に努めています。
この計画では、新規事業の実施、事業拡大などによる増員分及び清掃事業に係る東京都派遣職員
を除いて５０人、率にして１．１％の職員削減目標を掲げています。
　職員数の削減は、事務の改善や統廃合、民間委託等の推進、非常勤職員の活用、組織改正によ
る効率的な執行体制の実施などにより進めています。
　平成１１年度は、一般行政系職員の一律削減、地域振興部地域課の廃止、管理職ポストの削減な
どにより、１１３人を削減しました。

一般行政職の級別職員数の状況 ���������������� （平成１２年４月１日現在）
計１級２級３級４級５級６級７級８級９級１０級区分

―係員係員係員主任
主事係長総括

係長課長統括
課長部長

特に重要
な職務の
部長

標準的な
職務の内容

３１９６人５２人９６人８０９人９９５人９０４人２３６人５４人２１人２６人３人職員数
１００％１.６％３.０％２５.３％３１.１％２８.３％７.４％１.７％０.７％０.８％０.１％構成比
１００％１.９％３.５％２６.１％３１.１％２６.９％７.１％１.８％０.６％０.８％０.２％１年前の構成比参

考 １００％２.９％４.７％３１.２％３０.２％２１.０％６.２％２.４％０.６％０.７％０.１％５年前の構成比
（注）１.杉並区職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表（一）の級区分による職員数。
　　２.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名をいいます。

昇給期間短縮の状況
技能労務職一般行政職合計区　　分
８６２人３,１６２人４,２２９人職員数（Ａ）

　

年
度

１１
２２８人１,３１７人１,６１７人

普通昇給期間（１２月）
を短縮して昇給した
職員数（Ｂ）

２６.５％４１.７％３８.２％比率（Ｂ／Ａ）
８７７人３,１６９人４,２５６人職員数（Ａ）

　

年
度

１０
２３２人１,２８５人１,６００人

普通昇給期間（１２月）
を短縮して昇給した
職員数（Ｂ）

２６.５％４０.５％３７.６％比率（Ｂ／Ａ）
（注）１.合計には、一般行政職、技能労務職のほかに医療

職、教育職を含みます。２.昇給期間の短縮には、特
別昇給のほか、初任給調整による短縮、定年・勧奨
退職時の特別昇給による短縮なども含みます。

特別職の報酬等の状況
 ������（平成１２年４月１日現在）

期末手当給料・報酬月額区分

６月期　１.６５月
１２月期　１.９０月
３月期　０.５５月
　　計　　４.１月

　　

１,０２０,６００円
（１,１３４,０００円）区長

８１８,１００円
（９０９,０００円）助役

７０１,１００円
（７７９,０００円）収入役

９０９,０００円議長
７７９,０００円副議長
５９９,０００円議員

※区長、助役、収入役は、昨年の就任より
給料の１０％を減額しています。また、
区長は期末手当も５０％減額しています。
（　）内は減額前の支給額です。

�e
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
整
備

の
た
め
に
…
一
三
億
三
〇
三
六

万
円

◇
民
間
か
ら
の
借
上
げ
に
よ
る

高
齢
者
住
宅
の
確
保

◇
市
街
地
民
間
再
開
発
の
指

導
・
助
成
な
ど

e
道
路
・
交
通
体
系
の
整
備
の

た
め
に
…
三
二
億
九
〇
三
六
万

円◇
都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
用

地
の
取
得

◇
道
路
の
路
面
改
良
や
狭
あ
い

道
路
の
拡
幅
整
備
な
ど

e
災
害
に
つ
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
…
三
億
四
八
六
〇
万

円◇
総
合
的
治
水
対
策
の
一
環
と

し
て
区
道
・
区
施
設
の
透
水

性
舗
装
や
民
間
浸
透
施
設
の

助
成

◇
建
築
物
の
不
燃
化
助
成
な
ど

e
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
…
七
億
六
五
一
〇
万

円◇
幼
年
公
園
の
新
設

◇
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
に

む
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

◇
み
ど
り
の
保
護
、
育
成
、
普

及
・
啓
発
な
ど

e
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
…
五
四
一
三
万
円

◇
公
衆
便
所
の
改
築

◇
架
空
線
の
地
中
化
な
ど

e
区
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の

み
ど
り
豊
か
な

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

た
め
に
…
二
〇
七
九
万
円

◇
ま
ち
づ
く
り
基
礎
調
査
の
実

施
な
ど

�e
児
童
の
す
こ
や
か
な
成
長
の

た
め
に
…
二
億
九
一
一
六
万
円

◇
児
童
館
の
改
築

◇
子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
総

合
相
談
の
実
施

◇
延
長
保
育
、
乳
児
保
育
の
充

実
な
ど

e
高
齢
者
が
ゆ
た
か
に
、
よ
り

自
立
し
て
生
き
る
た
め
に
… 

四
九
億
六
六
八
二
万
円

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

◇
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
の
家
」
の

建
設

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
助
成
な
ど

e
障
害
者
の
自
立
と
生
活
の
安

定
の
た
め
に
…
四
億
八
七
一
七

万
円

◇
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実

◇
身
体
障
害
者
通
所
施
設
の
建

設
◇
心
身
障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
拡
充
な
ど

e
み
ん
な
の
健
康
を
確
保
す
る

た
め
に
…
二
二
億
一
七
二
三
万

円◇
休
日
夜
間
等
急
病
診
療
の
充

実
◇
老
人
保
健
施
設
の
建
設
助
成

す
こ
や
か
に
共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り

杉並区と国の給与水準の比較

　地方公共団体の給与水準の指標
として、ラスパイレス指数があり
ます。これは国を１００として比較
したものです。
　平成１１年の杉並区のラスパイレ
ス指数は、１０３．０でした。

ラスパイレス指数の推移�

101.5
102.0
102.5
103.0
103.5
104.0
104.5
105.0
105.5
106.0

５� ６� ７� ８� ９� １０� １１�

区
は
こ
ん
な
仕
事
を
し
ま
し
た�

平
成
１１
年
度�

　

年
度
に
杉
並
区
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
区
が
行
っ

１１た
事
業
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。内
容
は
、

昭
和　

年
に
制
定
さ
れ
た
杉
並
区
基
本
構
想
の
四
つ

６３

の
基
本
目
標
に
し
た
が
っ
て
分
類
し
て
い
ま
す
。

 
�
�
�
�
�
� 

―
問
い
合
わ
せ
は
、
予
算
課
へ
。

◇
区
民
健
康
診
査
の
充
実
な
ど

e
地
域
に
「
共
に
生
き
る
」
福

祉
基
盤
を
育
て
る
た
め
に 

…
四
億
五
六
三
八
万
円

◇
高
齢
者
専
用
居
室
の
提
供
・

ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん

◇
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
啓
発
や

モ
デ
ル
地
区
の
整
備
な
ど

�e
区
内
産
業
の
育
成
と
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
…
四
二
〇
〇

万
円

◇
ア
メ
ニ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

タ
ウ
ン
助
成
な
ど

e
安
全
で
ゆ
た
か
な
消
費
生
活

の
た
め
に
…
一
七
八
九
万
円

◇
消
費
者
講
座
の
開
催
や
生
活

情
報
の
収
集
・
提
供
な
ど

�e
あ
す
の
世
代
の
育
成
の
た
め

に
…
三
八
億
三
五
一
万
円

◇
小
中
学
校
校
舎
の
改
築
や
耐

震
補
強

◇
学
校
教
育
諸
施
設
の
整
備

◇
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
改
修

な
ど

e
地
域
文
化
の
創
造
と
生
涯
学

習
の
た
め
に
…
九
億
五
七
〇
九

万
円

◇
高
円
寺
体
育
館
の
改
築

◇
文
化
・
芸
術
事
業
の
提
供
な

ど
e
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
推
進
の

た
め
に
…
一
億
五
四
七
〇
万
円

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
援
助

◇
国
内
自
治
体
や
外
国
都
市
・

市
民
と
の
交
流
促
進
な
ど

�e
基
本
構
想
の
実
現
に
む
け
て

…
一
四
億
八
九
八
六
万
円

◇
直
営
清
掃
車
の
車
庫
整
備

◇
情
報
化
の
推
進
な
ど

く
ら
し
が
安
定
し
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

文
化
の
創
造
と
交
流
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
の

実
現
に
む
け
て
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●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

催
し

〈冒険遊び場〉
会　　場内　　容日　　時

塚山公園
 ��� （下高井戸５‐２３‐１２）

自由に遊ぼう／秘密基地をつくろ
う！なんでもありの楽しさ

１２月３日∂
午前１１時～午後４時

善福寺緑地公園・緑陰ひろば
 ������ （成田東２‐７）

自由に遊ぼう／なんでもありの楽
しさ！落ち葉のプール

　　１７日∂
午後１時～５時３０分

桃井第二小学校
 ����� （荻窪５‐１０‐２５）

お正月を遊ぼう／たこあげ・こま
回し・獅子舞などの昔遊び

１月２１日∂
　　正午～午後４時

塚山公園自由に遊ぼう！火の楽しさ／好き
なものを焼いて食べよう

２月４日∂
午前１１時～午後４時

　

問
い
合
わ
せ
は
、
す
ぎ
の
き

生
活
園
@
３
３
９
９
‐
８
９
５

３
へ
。

�
　

車
い
す
な
ど
を
利
用
す
る
障

害
者
や
視
覚
障
害
者
と
、
ペ
ア

に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。
指
導
も

あ
り
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も

す
ぐ
に
踊
れ
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１２

１７

１
時
〜
３
時　

分
【
会
場
】
障

３０

害
者
福
祉
会
館
（
高
井
戸
東
４

―　

―
５
）
【
参
加
費
】
五
〇

１０
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス

 

パ
ー
テ
ィ
ー　

〇
円
（
飲
食
代
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
福

祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局
@

３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３
３

３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

※
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。

�
　

日
ご
ろ
会
館
を
利
用
し
て
い

る
方
々
と
地
域
で
活
躍
し
て
い

る
方
々
の
作
品
展
示
と
発
表
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
前

１２

１０

FAX

�
高
円
寺
社
会
教
育
会
館

 

あ
い
あ
い
祭

e

　

時　

分
〜
午
後
６
時【
会
場
】

１１

３０

高
円
寺
社
会
教
育
会
館
（
高
円

寺
南
４
―　

―
１
）【
内
容
】
ス

５０

テ
ン
シ
ル
、
写
真
展
示
、
江
戸

芸
能
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
・
ケ
ー
ナ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
等
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
@

３
３
３
０
‐
４
５
３
３
へ
。

�
　

ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
で
見

�
杉
並
親
子
劇
場
例
会 

杉
並
わ
ん
ぱ
く
寄
席
パ
ー
ト
¿

 

 

 

紙
工
落
語
の
会

e

る
、
聞
く
、
楽
し
む
！

　

落
語
と
紙
切
り
の
合
体
作
品

で
す
。
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１２

１０

２
時
〜
３
時　

分
【
会
場
】
な

３０

か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
小
ホ
ー
ル
（
中

野
区
中
野
２
―
９
―
７
）
【
出

演
】
桂
小
南
治
、
林
家
二
楽

【
入
場
料
】
前
売
券
＝
二
五
〇

〇
円
、
当
日
券
＝
二
七
〇
〇

円
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
親
子
劇
場
・
渡
辺
@

３
３
３
１
‐
４
３
８
１
へ
。

落語鑑賞会
　

年
２
月　

日
º

１３

１７
午
後
２
時（
１
時　

分
開
場
）

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並　

梅
里
１
―　

―　
２２

３２

入
場
料
…
二
五
〇
〇
円（
全
席
指
定
）

■
落
語
＝
柳
家
小
さ
ん
（
一
人
酒
盛
）

　
　
　
　

橘
家
圓
蔵
（
死
神
）　

ほ
か

■
対
談
と
解
説
＝
小
山
觀
翁
（
古
典
芸
能

　
　
　
　

評
論
家
）・
橘
家
圓
蔵

橘家圓蔵 柳家小さん

ベルディ・歌劇 仮面舞踏会（字幕付き）
東京オペラシアター第４回公演

１月２０日º　午後５時３０分（５時開場）
　　２１日∂　午後２時（１時３０分開場）
セシオン杉並（梅里１‐２２‐３２）　入場料…２０００円（全席自由）

演出＝田尾下哲、演奏＝東京オペラシアター管弦楽団
配役＝リッカルド／高森弘明、恩田春彦、レナート／鈴木
慶彦、村松繁紀、アメ―リア／金伸枝、沼倉涼子ほか

クラシックギターとピアノのコンサート
１月２７日º　午後７時（６時４０分開場）
セシオン杉並 （梅里１‐２２‐３２） 入場料…２０００円（全席自由）

【出演】ピアノ＝柏木薫、クラシックギター＝マー
ティン・フォーゲル【曲目】ラベル＝夜のガスパー
ルよりオンディ―ヌ・小品（ピアノ）、アントニオ・
ホセ＝ソナタ（ギター）ほか

日本フィル
公開リハーサル

文化・交流協会の催し

指揮＝広上淳一
ラフマニノフ
「交響的舞曲」

１２月１３日π
午後１時
（０時４５分開場）

杉並公会堂
 （上荻１‐２３‐１５）

入場無料

希望者は、直接会場へおこしください。

チケット販売窓口
①文化・交流協会文化係②近畿日本ツーリスト区役所内店＝月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後
５時③各地域区民センター＝開館日の午前９時～午後８時
※落語鑑賞会は、チケットぴあ@５２３７‐９９９９、ローソンチケット@５５３７‐９９５５でも扱います。

■問い合わせ…杉並区文化・交流協会@５３１１‐７０３５

ウ
ォ
ル
テ
ィ
ー
／
ブ
ヘ
リ
・
宗

有
紀
）【
曲
目
】ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

＝
月
の
光
／
フ
ォ
ー
レ
＝
パ
バ

ー
ヌ
／
バ
ッ
ハ
＝
Ｇ
線
上
の
ア

リ
ア
ほ
か
（
変
更
あ
り
）【
対

象
】区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
小
学
生
以
上
）
【
定

員
】
一
四
〇
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

へ
。　

※
①
演
奏
の
間
に
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
の
投
映
を
し
ま
す
②

小
・
中
学
生
は
、
保
護
者
同

伴
の
こ
と
。

�
　

入
場
料
と
し
て
、
空
の
ア
ル

ミ
缶
一
個
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
施
設
の
活
動
の
一
環
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
に
役
立
て
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月
８
日
ª
午
後

１２

３
時　

分
〜
５
時
【
会
場
】
け

３０

や
き
生
活
園
（
井
草
３
―　

―
１８

　

）【
内
容
】杉
並
弦
楽
合
奏
団

１９の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と

弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
【
入
場
料
】

洗
っ
た
空
の
ア
ル
ミ
缶
一
個

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
生
活
園

@
３
３
０
１
‐
４
１
６
０
へ
。

�
　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
初
心
者
で
も

�
障
害
者
の
日
記
念

ア
ル
ミ
缶
持
っ
て
き
て
よ 

 

コ
ン
サ
ー
ト

e�
ふ
だ
ん
ぎ
の
音
楽
会

 

オ
イ
ロ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

e

気
軽
に
楽
し
め
る
、
木
管
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

年
１
月
８
日
¥

１３

午
後
７
時
開
演
（
６
時　

分
開

３０

場
）
【
会
場
】
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル
（
和
田
３
―　

―　

）

３０

２２

【
出
演
】
フ
ル
ー
ト
＝
佐
久
間

由
美
子
、
オ
ー
ボ
エ
＝
広
田
智

之
・
古
部
賢
一
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
＝
高
橋
知
己
・
三
界
秀
実
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
＝
岡
崎
耕
治
・
吉

田
将
、
ホ
ル
ン
＝
吉
永
雅
人
・

冨
成
裕
一
・
田
場
英
子
、
チ
ェ

ロ
＝
藤
森
亮
一
、
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
＝
吉
田
秀
【
曲
目
】
ベ
ル
デ

ィ
＝
ト
ラ
ビ
ア
ー
タ
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
、
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
ー
＝
歌

劇
「
愛
の
妙
薬
」
よ
り
、
ド
ボ

ル
ザ
ー
ク
＝
管
弦
楽
の
た
め
の

セ
レ
ナ
ー
ド
ほ
か
【
入
場
料
】

二
〇
〇
〇
円
（
全
席
自
由
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法

　

テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
@
５

４
７
８
‐
７
６
１
７
、
全
国
大

学
生
協
連
@
５
３
０
７
‐
１
１

１
２
（
い
ず
れ
も
祝
日
を
除
く

月
〜
金
曜
日
の
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時
）
で
販
売
中
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
全
国
大
学

生
協
連
へ
。

�
　

区
内
の
公
園
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
、

自
分
の
責
任
で
、
楽
し
く
遊
ぶ

自
由
な
遊
び
場
を
開
設
し
ま

す
。
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒

に
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く

杉
並
に
冒
険
遊
び
場
を 

 
つ
く
ろ
う
！　

パ
ー
ト
¿

�
　

健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ

の
オ
リ
ー
ブ
、
ポ
プ
ラ
の
会
共

同
企
画
の
催
し
で
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
π
午
後

１２

２０

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）【
出
演
】
男
聲
合
唱
團
リ

ー
ダ
ー
エ
ー
デ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

【
内
容
】
①
健
康
シ
ョ
ー
ト
ト

ー
ク
（
オ
リ
ー
ブ
、
ポ
プ
ラ
の

会
）
②
男
声
合
唱（
か
ら
た
ち

の
花
、ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ほ

か
）
③
み
ん
な
で
歌
お
う
【
対

象
】区
内
在
住
・
在
勤
の
方
【
定

員
】
六
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
@

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

満
天
の
星
の
下
で
、
パ
ン
フ

ル
ー
ト
（
二
五
連
の
竹
笛
）
と

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
魅
惑
の
デ

ュ
オ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
¥
午
後

１２

２３

６
時　

分
〜
８
時（
６
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー

（
清
水
３
―
３
―　

）【
出
演
】

１３

パ
ン
・
デ
・
デ
ュ
ー
（
ブ
ヘ
リ
・

�
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
こ
ん
さ
ー
と

音
楽
と
健
康

 

〜
歌
と
心
と
音
楽
と
〜

e�
天
文
の
夕
べ

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・

 

コ
ン
サ
ー
ト

e

遊
び
ま
せ
ん
か
！（
小
雨
決
行
・

区
後
援
）

　

【
日
時
・
会
場
・
内
容
】
右

表
の
と
お
り

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
わ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

遊
び
場
実
行
委
員
会
・
鎌
田
あ

つ
子
@
３
３
３
２
‐
１
５
３

５
、
吉
田
阿
津
子
@
３
３
３
１

‐
１
３
０
３
へ
。

�
　

す
ぎ
の
き
生
活
園
で
は
、
利

用
者
の
方
の
興
味
を
引
き
出
し

経
験
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
土
に
親
し
み
な
が

ら
陶
芸
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

数
あ
る
力
作
の
中
か
ら
、
個

性
豊
か
な
え
り
す
ぐ
り
の
一
品

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∑
〜　

１２

１１

１５

日
ª
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
４
時
ま
で
）【
会
場
】

１５
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

す
ぎ
の
き
生
活
園

 

陶
芸
作
品
展

行 事



●５ 広報� NO.1535　 平成１２（２０００）年１２月１日（金曜日）

〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

�
　
　

世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

２１
の
意
見
を
聴
き
、
区
政
運
営
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
方

自
治
や
議
会
の
し
く
み
を
理
解

し
て
も
ら
う
会
議
で
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
∑
午
後
２

１２

１１

�
子
ど
も
区
議
会

―　

世
紀
の 

２１

 

杉
並
区
の
夢
を
描
く
―

e

時
〜
４
時【
会
場
】区
議
会
議
場

【
テ
ー
マ
】み
ん
な
の
ま
ち
杉
並

区
に
望
む
こ
と【
子
ど
も
議
員
】

四
八
名（
小
学
校
五
、六
年
生
）

　

な
お
、
議
会
の
様
子
は
傍
聴

で
き
ま
す
。ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京
（
チ

ャ
ン
ネ
ル
２
）
で
生
中
継
し
ま

す
（
再
放
送
＝　

月　

日
〜　

１２

２２

２４

日
の
午
後
６
時
〜
）
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談

課
へ
。

�
　

今
月
は
、
次
の
展
示
を
行
な

い
ま
す
。

　

①
エ
イ
ズ
予
防
・
性
感
染
症

対
策
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ネ
ル
展

示
②
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

月
の
杉
並
保
健
所

１２
 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

「
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
」
の
紹
介
③

冬
の
食
品
衛
生
（
冬
場
に
多
い

カ
キ
の
食
中
毒
な
ど
）
④
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

【
日
時
】
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
）【
会
場
】杉
並
保
健
所

（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
計
画

課
へ
。

講
座
・

　

講
演

〈働く方のためのジョイフル教養講座〉

教材費等講　師定員日　時内　容科目

―萩原ロザリン２５名
１月１２日～３月１６日
午後６時３０分～８時
毎週金曜日〈３月２
日を除く・９回〉

初めて英会話を学
び始める方へ。英
会話の楽しさを学
びます。

英会話
入門

―
歌舞伎・文楽
評論家
政田　一喜

３０名
１月１３・２７日
２月３・１７日
午後２時～４時
土曜日〈４回〉

資料やビデオを使
い、初心者の方に
もわかりやすく解
説します。

歌舞伎の
楽しみ方

１５００円大道書学院
田中　寿身２０名

１月９日～３月６日
午後６時３０分
～８時３０分
毎週火曜日〈１月
２３日を除く・８回〉

初めての方、しば
らく筆を持ってい
ない方へ。楷書・行
書・草 書・か な・実
用編の基本。

書道入門

５０円
（保険料）

木風舎
橋谷　晃３０名

１月１８日∫＝講義
午後６時３０分～８時３０分
１月２１日∂＝近郊登山
午前８時～午後２時

山歩きの基礎を学
び、近郊の低山を
登ります。

初心者の
登山入門

３００円
ñ読売・日本
テレビ文化セ
ンター講師

各
２０名

①土曜日コース
２月２４日
②日曜日コース
２月２５日
午前１０時～午後３時
※①②いずれか選択

ワープロに初めて
触れる方対象。機
器の取り扱いから
簡単な文章の作成
まで。

ワープロ
入門

　体
　験　教　室

　体
　験　教　室

　体
　験　教　室

すぎ
なみ自然村すぎ
なみ自然村すぎ
なみ自然村

に
よ
る
研
究
発
表
会
を
行
い
ま

す
。

　

生
徒
が
疑
問
に
感
じ
た
こ

と
、
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
、

興
味
を
持
っ
た
こ
と
の
研
究
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
前

日
本
理
化
学
協
会
会
長
・
犬
丸

章
門
さ
ん
に
身
近
な
科
学
に
つ

い
て
の
実
験
や
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
９
日
º
午
後

１２

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
科
学
教

育
セ
ン
タ
ー（
清
水
３
―
３
―

　

）
１３
　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
科
学
教
育

セ
ン
タ
ー
@
３
３
９
６
‐
４
３

９
１
へ
。

�
　

【
日
時
】　

年
１
月　

日
〜

１３

１７

３
月　

日
の
お
お
よ
そ
月
・
水
・

３０

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
【
会
場
】
講
義
・
実
技
＝
三

幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
（
武
蔵
野
市

吉
祥
寺
本
町
１
―　

―　

Ｋ
Ｓ

３１

１１

ビ
ル
六
階
）
、
実
習
＝
都
内
の

各
施
設
等
【
対
象
】
①
現
在
区

内
で
訪
問
介
護
員
、
通
所
介
護

施
設
で
介
護
職
員
と
し
て
働
い

て
い
る
方
②
こ
れ
か
ら
区
内
で

訪
問
介
護
員
と
し
て
働
く
こ
と

を
希
望
す
る
方【
定
員
】四
〇
名

【
受
講
料
】
無
料
（
た
だ
し
テ

キ
ス
ト
代
実
費
六
八
〇
〇
円
と

訪
問
介
護
員

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

 

養
成
講
習
・
２
級
課
程

会
場
ま
で
の
交
通
費
な
ど
の
実

費
は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
に
、
「
杉
並
区
内
で
介
護

に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
場

合
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
い

か
」
と
題
し
た
作
文
（
四
〇
〇

字
〜
六
〇
〇
字
程
度
）
を
添
え

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１２

１５

に
計
画
推
進
課
へ
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
書

類
選
考
の
う
え
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
受
講
決
定
後
は
、
実
習
前
に

腸
内
細
菌
の
検
査（
検
便
）等

を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

�
　

生
活
に
潤
い
を
あ
た
え
、
実

用
性
と
芸
術
性
の
あ
る
絵
手
紙

の
講
習
会
で
す
。
だ
れ
に
で
も

す
ぐ
描
け
ま
す
。
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
∏
午
前

１２

１２

９
時　

分
〜　

時　

分【
会
場
】

４５

１１

４５

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

）【
定
員
】
二
〇
名
【
参
加

３２
費
】
無
料
【
持
ち
物
】
筆
（
中

二
、
大
一
）
顔
彩
絵
具
、
墨
、

硯
、
小
皿
、
筆
洗
い
、
印（
小
）

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
４

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で　
１２

月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並

区
絵
手
紙
文
化
連
絡
会
講
師
・

上
田
慶
二
郎
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

２
高
円
寺
北
３
―　

―　

）

３５

３１

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

心
で
描
く
絵
手
紙
講
習
会

は
、
抽
選
。
結
果
は
各
自
に
連

絡
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
上
田
@
３

３
３
９
‐
８
８
０
７
へ
。　

�
　

健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー

プ
、
ハ
ニ
ー
ビ
ー
と
の
共
同
企

画
で
す
。　
　

　
【
日
時
】　

月　

日
π
午
後
１

１２

１３

時　

分
〜
３
時　

分【
会
場
】荻

３０

３０

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―

　

―
１
）【
講
師
】
東
京
女
子
体

２０育
大
学
卒
業
・
酒
井
紗
紀
さ
ん

【
内
容
】親
子
で
遊
び
な
が
ら
の

運
動【
対
象
】区
内
在
住
１
歳
前

後
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
親
【
定

員
】
二
〇
組
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
@

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

お
せ
ち
料
理
を
切
れ
味
バ
ツ

グ
ン
の
包
丁
で
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。
道
具
の
手
入
れ
の
方
法
を

学
び
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
¥
①
午

１２

２３

後
１
時
②
２
時　

分
【
会
場
】

３０

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

【
定
員
】
各
回
一
〇
名
【
参
加

費
】
三
〇
〇
円
（
教
材
費
含

む
）

地
域
健
康
づ
く
り
支
援

共
同
事
業

親
子
Ｄ
Ｅ
遊
び
ク
ス

包
丁
と
ぎ
を
習
お
う

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１２

１３

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

@
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１２

１０

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
講
師
】
杉

２２

３２

並
郷
土
史
会
委
員
近
世
史
研
究

家
・
木
村
輝
夫
さ
ん
【
定
員
】

八
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
@
３
３
１
２
‐

６
６
２
３
へ
。

�
　

【
日
時
】　

年
１
月
６
日
º

１３

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

【
会
場
】
杉
並
区
障
害
者
集
会

所
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
８
）

１４

【
講
師
】河
北
総
合
病
院
言
語
療

法
士
・
上
杉
由
美
さ
ん
【
費

用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
失
語

症
友
の
会
事
務
局
・
勝
浦
@
３

３
３
０
‐
８
７
０
６
へ
。

�
郷
土
史
講
座

　

徳
川
幕
府
成
立
ま
で
の

 

歩
み
と
諸
制
度

e�
介
護
講
座

こ
と
ば
の
障
害
に
つ
い
て

e

�
　

人
と
動
物
の
触
れ
合
い
に
よ

る
効
果
を
医
療
に
活
用
す
る
ア

ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
ま
た
ペ
ッ
ト
動
物
に

関
す
る
質
問
に
も
お
答
え
し
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
π
午
後

１２

２０

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費
者

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
３６

―
４
）
【
講
師
】
赤
坂
動
物
病

院
院
長
・
柴
内
裕
子
さ
ん
【
定

員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１２

１１

消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
　

�
あ
れ
！
な
ぜ
！
…
…
こ
う

か
な
！
あ
あ
か
な
！
想
像
か
ら

発
見
が
生
ま
れ
る
�

　

科
学
教
室
に
参
加
し
た
生
徒

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

〜
人
間
と
動
物
の
よ
い
関
係

ee
中
学
校
科
学
教
室

研
究
発
表
会

め
ざ
せ
未
来
の
科
学
者

　

【
日
時
・
内
容
・
定
員
】
下

表
の
と
お
り
【
会
場
】
勤
労
福

祉
会
館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の

勤
労
者
で
、
全
日
程
出
席
で
き

る
方
【
参
加
費
】
無
料
（
た
だ

し
、教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・

ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
科
目
）
に
職

業
（
勤
務
先
・
所
在
地
・
電
話

番
号
）
も
書
い
て
、　

月　

日

１２

１２

（
必
着
）
ま
で
に
ú
杉
並
区
勤

労
者
福
祉
協
会
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
４
桃
井
４
―
３
―
２
）
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
@

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水
曜
・

日
曜
・
祝
日
は
除
く
）
へ
。

働
く
方
の
た
め
の

ジ
ョ
イ
フ
ル
教
養
講
座

季
節
で
す
。

　

【
日
程
】
▽
第
一
回
＝　

月
１２

　

日
∑
〜
▽
第
二
回
＝　

年
１

１８

１３

月　

日
∏
〜
▽
第
三
回
＝
２
月

３０

　

日
∑
〜
▽
第
四
回
＝
２
月　

１９

２８

日
π
〜
／
い
ず
れ
も
二
泊
三
日

（
現
地
集
合
）
【
内
容
】
自
然

村
内
お
よ
び
自
然
村
近
郊
の
野

鳥
観
察
【
定
員
】
各
回
一
五
名

（
先
着
順
）
【
参
加
費
】
四
〇

〇
〇
円
、
昼
食
一
回
分
を
含
む

（
別
料
金
＝
宿
泊
費
、
巣
箱

代
）

◇
田
舎
の
手
作
り
教
室

　

吾
妻
の
伝
統
文
化
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
程
】
▽
第
一
回
＝　

年
１３

１
月　

日
∂
〜
▽
第
二
回
＝
２

２８

月
８
日
∫
〜
▽
第
三
回
＝
３
月

２
日
ª
〜
／
い
ず
れ
も
二
泊
三

日
（
現
地
集
合
）
【
内
容
】
手

作
り
み
そ
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
す

い
と
ん
・
草
も
ち
・
わ
ら
じ
を

作
り
ま
す
【
定
員
】
各
回
一
〇

名
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
四

五
〇
〇
円（
別
料
金
＝
宿
泊
費
）

☆

　

い
ず
れ
も
、
【
会
場
】
す
ぎ

な
み
自
然
村
（
群
馬
県
吾
妻
郡

吾
妻
町
大
字
原
町
字
岩
櫃
山
４

３
９
９
）
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
す
ぎ
な
み
自
然
村
@
０
２

７
９
‐
６
８
‐
５
３
３
８
�
０

２
７
９
‐
６
８
‐
５
４
１
７
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
民
家
を
復
元
し
た
創
作
館
で

は
「
伝
統
文
化
、
自
然
、
ふ

れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
体

験
型
の
各
種
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

FAX

　

す
ぎ
な
み
自
然
村
で
は
、
各

種
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
野
鳥
観
察
会

　

自
然
村
は
野
鳥
の
宝
庫
。
特

に
冬
場
は
、
木
の
葉
が
落
ち
観

察
し
や
す
く
、
渡
り
鳥
も
訪

れ
、
野
鳥
を
見
る
に
は
絶
好
の

１２月１日～１２月３１日
 　歳末たすけあい運動

皆さんの募金は、福祉団体・福祉作業
所への助成や地域の福祉活動などに使
われます。皆さんの「たすけあいの心」
をお寄せください。

　問い合わせは、杉並区社会福祉協議
会@５３０６‐１０１０へ。
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杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

e都民体育大会予選会
◇サッカー
　【日時】１月２８日～４月８日のいずれも祝日または日曜日午前９時～【会場】下高
井戸運動場（下高井戸３‐２６‐１）、上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）、井
草森運動場（井草４‐１２‐１）【対象】区内在住・在勤で１８歳以上の男性（高校生以
下を除く）で編成され、区サッカー連盟に加盟しているチーム【参加費】１チーム１
万５０００円（代表者会議の際に持参）【申込み・問合せ】１２月１５日までに区サッカー連
盟・中村@３３９９‐３７３１（午後７時～１１時）
e新日本スポーツ連盟卓球大会ダブルス戦（区後援）
　【日時】１月８日¥午前９時～午後５時【会場】永福体育館（永福３‐５１‐１７）【対
象】区内在住・在勤・在学の方【定員】１００組（先着順）【参加費】１組２０００円（高校
生以下１６００円）【申込み】ハガキに、事業名、希望クラス（１部＝上・中級／２部＝
初級）、クラブ名（あれば）、参加者氏名・性別・年齢・住所・電話番号を書いて、
１２月２０日（必着）までに新日本スポーツ連盟・小林章子（〒１６６‐００１３堀ノ内３‐４５
‐１）へ。参加費は郵便振替で「００１００‐９‐３９５６８０新日本スポーツ連盟卓球協議会」
へ（先着にもれた方は後日参加費をお返しします）【問合せ】同連盟・小林@３３１３‐
３５１０（午後８時～９時）
e第５６回杉並区民ロードレース大会（兼区郡市対抗都民駅伝予選会）
　【日時】１月２1日∂午前９時～午後１時（区共催）【会場】善福寺池周辺コース
【対象】区内在住・在勤・在学の方【種目】①１０km（男子＝１８～２９歳・３０～３９歳・
４０～４９歳）午前１０時スタート②５km（男子＝５０～５９歳・６０～６９歳・７０歳以上／女子
＝１８～２９歳・３０～３９歳・４０～４９歳・５０～５９歳・６０歳以上）午前１１時スタート【参加
費】１人１０００円（保険料含む）【申込み・問合せ】所定の申込用紙（区立体育施設、
地域区民センター、出張所にあります）に必要事項を書いて、１２月２２日（必着）ま
でに区陸上競技協会・古山正美（〒１６６‐００１５成田東４‐２４‐９@３３１２‐５６２３）へ郵
送。参加費は郵便振替で「００１００‐２‐１４０８１１杉並陸上競技協会」へ

◇区民スキー教室
　【日程】右表のとおり【会場】長野県志賀高原
丸池・蓮池・サンバレースキー場【宿泊先】志賀
ロイヤルホテル【対象】区内在住・在勤・在学の
方（高校生以下を除く）【内容】自己申告に基づ
き、レベル別に１０名程度の班に分かれて講習を行
います【定員】１２８名【参加費】３万３０００円（バス
代・宿泊代・初日昼食代・保険料等）【申込み】往
復ハガキ（４面ハガキ記入例参照・２名まで連記
可）に、生年月日、電話番号（昼間の連絡先）、ス

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

キーの程度（初心者・初級・中級）、貸スキー（有料）希望者は｢貸スキー希望｣と靴
のサイズ・身長も書いて、１２月１１日（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒
１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ。申し込み多数の場合は、
抽選【問合せ】同財団@３３１２‐２１１１（区代表）
◇勤労者対象水泳教室
　水に親しむ機会の少ない勤労者の泳げない方を中心に基礎から指導します。
　【日時】１月１６日～２月９日の毎週火・金曜日午後７時～９時（計８回）【会場】
上井草スポーツセンター温水プール【対象】区内在住･在勤の勤労者で泳げない方
【定員】６４名【参加費】３７００円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に
勤務先の名称・所在地・電話番号も書いて、１２月２１日（必着）までに上井草スポー
ツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。また「すぽーつ・ねっと」での申
し込みもできます。@５３０５‐６２１３教室番号「１０５６」で１２月２１日午後１１時までにお申
し込みください。　申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同スポーツセンター@３３９０
‐５７０７【備考】託児（３歳～就学前）あり
◇盲人卓球講習会
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　【日時】１２月２４日∂午前９時～午後１時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】身体に障害をお持ちの方【参加費】無料【申込み】希望者は、直接会場へ
【問合せ】同体育館@３２２０‐３３８１
◇いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログラ
ム（①成人病予防②シェイプアップ③体力アップなど）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　【日時】１月１４日∂午後１時３０分～４時３０分【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往復ハ
ガキ（１人１通、１プログラム２名まで連記可）に「いきいき健康アドバイス」と明
記し、住所・氏名（ふりがな）・生年月日・年齢・性別・電話番号・希望するプログ
ラム番号（①～③）・以前受けた方はその日を書いて１２月１５日（必着）までに荻窪体
育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同
体育館@３２２０‐３３８１
eあなたが企画する地域スポーツ講習会
　クラブの世話役や指導者のみなさん、講習会を企画しませんか。企画委員のメン
バーを募集します。
　【企画会議】１月９・１６・２３日のいずれも火曜日午後７時～、荻窪体育館会議室
【内容】地域スポーツの指導者的立場にある方を対象とした講習会の企画（種目を
限定しないもの）【条件】地域スポーツ活動について課題を持っている方ならどなた
でも【申込み】ハガキに氏名、住所、電話番号、企画についてのコメントを書いて、
１２月１２日（消印有効）までに社会体育係へ【問合せ】社会体育係【備考】詳細は、
各体育施設にある実施要項をご覧ください

〈区民スキー教室〉
内容月日

区役所発（午前８時）→
志賀ロイヤルホテル

１月
 �� １８日∫

班別講習
 �� １９日ª

 �� ２０日º

午前＝班別講習
志賀ロイヤルホテル発
（午後２時）→区役所

 �� ２１日∂

掲示板

〈区民農園〉

区画数所在地農園名

９４２‐２４宮 前宮 前
１０３３‐１３井 草井 草 第 二
１６５２‐１２井 草井 草 第 三
２８２３‐２５上 井 草上 井 草
８７４‐１８今 川今 川
２４５４‐１８今 川今 川 第 二
１０４３‐２７善 福 寺善 福 寺
３３２２‐１５南 荻 窪南 荻 窪
１７８３‐１８成 田 西成 田 西
１３１４‐３２浜 田 山浜田山第二
１４１５‐４下高井戸下 高 井 戸
１０９１‐１０高井戸東高 井 戸 東
４２３２‐７久 我 山久 我 山
９７３‐２５上 井 草上井草第二

（注）１.区画数は、予定です。２.下高井戸
農園の利用開始は、１３年４月からで
す。３.上井草第二農園の利用期間
は、１年間です。

スポーツ�
スポーツのある暮らし　健康の第一歩�

４
時
〜
５
時
ご
ろ【
配
達
地
域
】

各
ふ
れ
あ
い
の
家
か
ら
約
一
‹

以
内
【
謝
礼
等
】
①
協
力
員
＝

一
食
に
つ
き
一
二
〇
円
（
徒
歩

か
自
転
車
で
宅
配
）
②
非
常
勤

配
達
員
＝
時
給
一
二
〇
〇
円

（
軽
自
動
車
で
宅
配
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
（
和

田
３
―　

―
４
@
３
３
１
２
‐

５２

９
５
５
６
）
／
和
泉
ふ
れ
あ
い

の
家
（
和
泉
４
―　

―　

@
３

４０

３１

３
２
１
‐
４
８
０
８
）
／
松
ノ

木
ふ
れ
あ
い
の
家
（
松
ノ
木
２

―　

―
３
@
３
３
１
８
‐
２
６

１４
６
０
）
へ
。

�
　

利
用
申
し
込
み
の
詳
細
に
つ

い
て
は
募
集
案
内（
農
務
係
・
出

張
所
・
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に

あ
り
ま
す
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

【
所
在
地
・
区
画
数
】
右
下

表
の
と
お
り
【
対
象
】
区
内
在

住
（
住
民
登
録
し
て
い
る
方
）

区
民
農
園
の
利
用
者

�
　

和
田
・
和
泉
・
松
ノ
木
各
ふ

れ
あ
い
の
家
で
は
高
齢
者
の
お

宅
に
お
弁
当
を
届
け
て
く
だ
さ

る
①
協
力
員
②
非
常
勤
配
達
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

【
内
容
】
昼
食
・
夕
食
（
お

弁
当
）
の
配
達
と
安
否
の
確
認

【
活
動
日
】
月
〜
土
曜
日
ま
で

の
都
合
の
良
い
日【
活
動
時
間
】

正
午
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

�
和
田
・
和
泉
・
松
ノ
木 

　

ふ
れ
あ
い
の
家

配
食
サ
ー
ビ
ス
配
達
協
力
員

e

で
、
耕
作
意
欲
が
あ
り
、
耕
作

で
き
る
土
地
を
持
た
な
い
世
帯

【
利
用
区
画
】
一
世
帯
に
つ
き

一
区
画
（
約
一
〇
fl
）
【
利
用

期
間
】
平
成　

年
３
月
１
日
〜

１３

　

年
２
月　

日
（
下
高
井
戸
農

１５

１５

園
は
、
４
月
１
日
か
ら
、
上
井

草
第
二
農
園
は
、　

年
３
月　

１４

２０

日
ま
で
）
【
利
用
料
】
一
年
に

つ
き
三
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
募
集
案
内
に

付
い
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、　

月　

日
（
消

１２

１５

印
有
効
）
ま
で
に
農
務
係
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
①
申
し
込
み
は
、
一
世
帯
に

つ
き
一
通
に
限
り
ま
す
②
他

人
の
名
義
を
借
り
た
不
正
申

し
込
み
は
禁
止
し
ま
す
。

�
　

区
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
を
把
握

し
、
介
護
保
険
を
含
め
た
区
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

【
対
象
】
①
要
介
護
、
要
支

援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
一
号

被
保
険
者
の
方
②
要
介
護
、
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
二

号
被
保
険
者
の
方
③
認
定
審
査

の
結
果
、
非
該
当
（
自
立
）
と

判
定
さ
れ
た
方
【
調
査
方
法
】

①
の
対
象
者
の
方
に
は
、
介
護

保
険
相
談
員
（
民
生
委
員
）
が

直
接
ご
自
宅
に
調
査
票
を
お
持

ち
し
、
後
日
回
収
い
た
し
ま

す
。
②
・
③
の
対
象
者
の
方
に

は
、
区
役
所
か
ら
直
接
調
査
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
の

う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
、　

月　

日
ま
で
に
投
函
し

１２

１８

て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
推
進

課
へ
。

※
８
月
に
同
様
の
調
査
を
お
願

い
し
た
方
も
、
再
度
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

『
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
関
す
る
調
査
』

ご
協
力
の
お
願
い

競技大会

スポーツ教室

さ
み
や
レ
バ
ー
な
ど
を
生
で
食

べ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
に
は
食
中
毒
を
起
こ

す
菌
を
「
つ
け
な
い
」、「
増
や

さ
な
い
」、「
や
っ
つ
け
る
」
と

い
う
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
を

守
る
こ
と
で
、
食
中
毒
は
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
　

保
健
所
で
は　

月
１
日
か
ら

１２

「
食
品
衛
生
歳
末
一
斉
監
視
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
食
品
を

買
う
時
は
、
衛
生
的
で
取
扱
い

が
良
く
回
転
の
早
い
店
を
選

び
、
表
示
を
よ
く
確
か
め
て
購

入
し
ま
し
ょ
う
。☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

@
３
３
９
１
‐
１
９
９
１
へ
。

�
食
品
衛
生
歳
末
一
斉
監
視

を
実
施
し
ま
す

e

　

食
中
毒
は
、
夏
だ
け
で
な
く

一
年
中
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
冬
の
味
覚「
カ
キ
」

と
、
身
近
な
食
材
の
「
卵
」
、

「
肉
類
」
に
つ
い
て
衛
生
面
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
っ
て

み
ま
し
た
。

◇
カ
キ
＝
お
う
吐
や
下
痢
を
起

こ
す
ウ
イ
ル
ス
が
い
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
食
中
毒
は

冬
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

カ
キ
に
は
「
生
食
用
」
と

「
加
熱
調
理
用
」
が
あ
り
ま

す
。
生
で
食
べ
る
と
き
は
「
生

食
用
」
と
表
示
さ
れ
た
も
の
を

選
び
消
費
期
限
内
に
食
べ
ま
し

ょ
う
。

◇
卵
＝
食
中
毒
を
起
こ
す
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
が
、
ま
れ
に
卵
の
中

に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

買
う
と
き
に
は
「
生
食
用
」、

「
加
熱
加
工
用
」
の
別
、
賞
味

期
限
な
ど
の
表
示
を
確
認
し
、

ひ
び
割
れ
や
汚
れ
の
な
い
新
鮮

な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫

へ
入
れ
、
調
理
の
時
に
は
卵
の

割
り
置
き
を
せ
ず
、
十
分
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。

◇
肉
類
＝
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
Ｏ
１
５
７
な

ど
の
菌
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
生
肉
の
調
理
に
使

っ
た
器
具
は
よ
く
洗
浄
、消
毒

し
、手
も
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
十
分
加
熱
し
、
鶏
さ

気
を
つ
け
よ
う

　

冬
に
も
起
こ
る

食

中

毒
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f
都
営
住
宅
入
居
者
募
集

 

ポ
イ
ン
ト
方
式
・
単
身
者
向
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
・
多
家
族
世
帯
向

�
　

区
は
、　

月　

日
と　

日

１０

２０

２７

に
ロ
シ
ア
連
邦
が
実
施
し
た

未
臨
界
核
実
験
に
抗
議
し
、

今
後
の
計
画
の
撤
回
を
求
め

る
要
請
書
を　

月
６
日
付
で

１１

大
使
館
を
通
じ
、
ロ
シ
ア
連

邦
プ
ー
チ
ン
大
統
領
あ
て
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・

交
流
課
へ
。

ロ
シ
ア
連
邦
の
未
臨
界

 

 

核
実
験
に
抗
議

◇
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
住
宅

　

ひ
と
り
親
世
帯
・
高
齢
者
世

帯
・
心
身
障
害
者
世
帯
・
多
子

世
帯
・
特
に
所
得
の
低
い
一
般

世
帯
、
車
い
す
使
用
者
世
帯
向

け
住
宅
の
募
集
で
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
度
合
い
の
高
い
世
帯

か
ら
順
に
登
録
し
、
住
宅
を
あ

っ
旋
す
る
も
の
で
す
。

【
募
集
戸
数
】
一
八
〇
〇
戸

内
訳

ひ
と
り
親
世
帯 

七
五
九
戸

高
齢
者
世
帯 

五
三
八
戸

心
身
障
害
者
世
帯 

三
三
四
戸

多
子
世
帯 

一
〇
〇
戸

特
に
所
得
の
低
い
一
般
世
帯

 

五
〇
戸

車
い
す
使
用
者
世
帯 

一
九
戸

◇
単
身
者
向
住
宅
＝　

歳
以
上

５０

の
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
４
級

以
上
の
方
な
ど

【
募
集
戸
数
】 

六
五
〇
戸

◇
単
身
者
用
車
い
す
使
用
者
向

住
宅
＝
身
体
障
害
者
手
帳
２
級

以
上
の
方
な
ど

【
募
集
戸
数
】 

一
四
戸

◇
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
＝　

歳
６５

以
上
の
単
身
者
ま
た
は
二
人
世

帯
の
方

【
募
集
戸
数
】 

二
四
四
戸

◇
多
家
族
世
帯
向
住
宅
＝
原
則

と
し
て
五
人
以
上
の
世
帯
の
方

【
募
集
戸
数
】 

八
四
戸

◇
申
込
資
格

　

都
内
に
引
き
続
き
三
年
以
上

居
住
す
る
成
年
者
で
そ
の
こ
と

が
住
民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る

こ
と
（
た
だ
し
、
「
車
い
す
使

用
者
世
帯
向
け
住
宅
」
「
多
家

族
世
帯
向
け
住
宅
」
に
つ
い
て

は
、
申
込
日
現
在
都
内
に
居
住

し
て
い
て
住
民
票
等
で
証
明
で

き
れ
ば
申
し
込
み
で
き
ま
す
）、

所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で

あ
る
こ
と
な
ど

◇
申
込
用
紙
配
付
期
間
・
場
所

　
　

月
１
日
〜
８
日
（
休
日
を

１２
除
く
）
の
間
に
、
住
宅
課
（
区

役
所
西
棟
五
階
）
、
出
張
所
、

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
事

務
所
で
配
付
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　

申
し
込
み
は
、
郵
送
で　

月
１２

　

日
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
（
ポ

１２イ
ン
ト
方
式
は
都
庁
）
に
届
い

た
も
の
が
有
効
で
す
。　

◇
そ
の
他

　

今
回
の
募
集
の
終
了
後
に
、

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の
地
元
割
当
募

集
が
あ
り
ま
す
（　

月　

日
発

１２

１１

行
の
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
住
宅
局

募
集
課
@
５
３
２
１
‐
１
１
１

１
（
代
表
）
ま
た
は
、
区
住
宅

課
へ
。

�
　

敬
老
会
館
は
区
内
に
お
住
ま

い
の　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
、

６０

健
康
増
進
、
教
養
の
向
上
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と

し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
施

設
で
す
。

　

テ
レ
ビ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
な

ど
の
他
に
浴
室
も
あ
り
ま
す
の

で
個
人
と
し
て
の
利
用
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
団
体
貸
出
用
の

部
屋
は
、
和
室
、
洋
室
、
茶
室

が
あ
り
、
俳
句
、
踊
り
、
茶
道

な
ど
様
々
な
団
体
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
、
定
期
的
に
活

１３
動
を
希
望
す
る
団
体
を
対
象
に

一
年
に
一
回
抽
選
を
行
い
、
敬

老
会
館
の
利
用
日
を
決
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
抽
選

に
よ
り
一
カ
月
分
の
使
用
す
る

部
屋
、
曜
日
、
時
間
帯
（
午
前

か
午
後
）
を
決
め
、
こ
の
抽
選

�
高
齢
者
の
皆
さ
ん

敬
老
会
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

e

結
果
は　

年
４
月
か
ら　

年
３

１３

１４

月
ま
で
の
一
年
間
、
毎
月
繰
り

返
し
適
用
さ
れ
、
活
動
日
が
確

保
さ
れ
ま
す
。
抽
選
参
加
を
希

望
す
る
団
体
は
事
前
に
「
抽
選

参
加
申
請
書
」
を
利
用
を
希
望

す
る
敬
老
会
館
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

【
申
請
窓
口
】
団
体
利
用
を

希
望
す
る
敬
老
会
館
【
申
請
書

配
布
場
所
】
高
齢
者
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
敬
老
会
館
、
出
張

所
、
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
区

民
集
会
所
【
受
付
期
間
】　

月
１２

１
日
〜　

日
【
抽
選
日
】　

年

２７

１３

２
月
（
敬
老
会
館
に
よ
っ
て
日

時
が
異
な
り
ま
す
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
係
@
３

３
３
１
‐
９
２
１
１
へ
。

�
　

従
来
、
区
役
所
本
庁
舎
で
実

施
し
て
い
る
夜
間
休
日
納
税
窓

口
を
次
の
出
張
所
で
も
行
い
ま

す
。

▽
納
期
内
に
納
付
が
で
き
な
い

夜
間
納
税
窓
口
を
下
井
草
・

 

高
井
戸
出
張
所
で
開
設

▽
納
税
相
談
を
受
け
た
い

▽
日
中
は
忙
し
く
て
い
け
な
い

と
い
う
方
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　

月　

日
∑
・　

日

１２

１１

２６

∏
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
８

３０

時
【
場
所
】
①
杉
並
区
役
所
②

下
井
草
出
張
所
（
下
井
草
４
―

　

―
２
）
③
高
井
戸
出
張
所

３０（
高
井
戸
西
２
―
５
―　

）
１０

　

当
日
は
お
手
元
に
納
税
通
知

書
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
、
問
い
合

わ
せ
は
、
納
税
課
へ
。　

�
　

【
日
時
】　

月
９
日
º
午
後

１２

１
時　

分
〜
５
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
産
業
商
工
会
館
（
阿

佐
谷
南
３
―
２
―　

）
【
内

１９

容
】
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
無
料
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
【
講

師
】
Ν
Ρ
Ο
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
村
上
朋
子
さ
ん
、
岡
本
二

美
代
さ
ん【
対
象
】区
内
在
住
・

在
勤
の
不
登
校
、
引
き
こ
も
り

で
悩
ま
れ
て
い
る
方
【
定
員
】

二
〇
名
（
先
着
順
）
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
ウ
ォ
ー
ム
・
岡
本
@
３
３

１
３
‐
７
５
４
５
へ
。

不
登
校
・
引
き
こ
も
り

 

無
料
相
談
会

�
　

【
日
時
】　

年
１
月　

日
∂

１３

２８

午
前
９
時
〜
正
午
【
会
場
】
社

会
福
祉
会
館
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
７
）
【
対
象
】
原
則
と
し

１６て
杉
並
区
手
話
講
習
会
上
級
ク

ラ
ス
・
杉
並
区
手
話
通
訳
者
養

成
講
習
会
修
了
者
（
修
了
見
込

み
も
可
）
ま
た
は
都
手
話
奉
仕

員
等
養
成
講
習
会
専
門
コ
ー
ス

の
修
了
者
・
都
手
話
通
訳
者
等

養
成
講
習
会
地
域
手
話
通
訳
者

ク
ラ
ス
の
修
了
見
込
み
者
で
、

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
。
①
区
内
在
住
・

在
勤
で　

歳
以
上
②
杉
並
区
の

１８

手
話
サ
ー
ク
ル
の
会
員
③
認
定

後
に
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
に

協
力
で
き
、
派
遣
依
頼
に
応
じ

ら
れ
る
（
他
の
区
市
町
村
と
の

重
複
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
試
験
内
容
】
手
話
読
み
取
り

（
書
き
取
り
通
訳
、
口
頭
通

訳
）
、
手
話
表
現
、
面
接
（
合

手
話
通
訳
者
認
定
試
験

格
者
に
は
、
２
月　

日
か
ら
五

１３

回
の
研
修
が
あ
り
ま
す
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
、
手
話
歴
（
ど
こ
の
手
話
講

習
会
を
い
つ
修
了
し
た
か
、
手

話
サ
ー
ク
ル
名
、
サ
ー
ク
ル
経

験
年
数
等
）
も
書
い
て
、
１
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
区

１５社
会
福
祉
協
議
会
（
〒　

‐
０

１６６

０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
７

１６

社
会
福
祉
会
館
三
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
議
会

@
５
３
０
６
‐
１
０
１
０
�
５

３
０
６
‐
６
６
８
９
へ
。

�
　

医
師
･
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

そ
の
他
医
療
関
係
の
資
格
を
お

持
ち
の
方
は
、　

月　

日
現
在

１２

３１

の
状
況
を
隔
年
で
届
け
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

そ
の
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

◇
対
象
と
届
出
先

▽
す
べ
て
の
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
の
方
＝
住
所
ま
た

は
就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

▽
業
務
に
従
事
し
て
い
る
保
健

婦
（
士
）
・
助
産
婦
・
看
護
婦

（
士
）
・
准
看
護
婦
（
士
）
歯

科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
方

＝
就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

◇
届
出
期
日

　
　

年
１
月　

日
∑

１３

１５

　

届
出
用
紙
は
、
杉
並
保
健
所

生
活
衛
生
課
管
理
係
（
荻
窪
５

―　

―
１
）
に
あ
り
ま
す
。

２０

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
@
３

３
９
１
‐
１
９
９
１
へ
。

�
　

調
理
師
業
務
従
事
者
届
は
、

二
年
ご
と
の
届
け
が
調
理
師
法

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

年
１２

は
、
届
出
の
該
当
年
で
す
。
都

FAX

医
療
関
係
者
の
年
末
届

 

１
月　

日
ま
で
に
届
出
を

１５

調
理
師
業
務
従
事
者
届

内
在
勤
の
調
理
師
（
調
理
師
免

許
取
得
者
）
の
方
は
、
都
内
各

保
健
所
で
届
出
ハ
ガ
キ
を
受
け

取
り
、　

年
１
月　

日
ま
で
に

１３

１５

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
都
衛

生
局
健
康
推
進
部
健
康
推
進
課

@
５
３
２
０
‐
４
３
５
８
ま
た

は
二
四
時
間
電
話
サ
ー
ビ
ス
@

３
３
４
０
‐
４
１
８
４
へ
。

�
　
 
第
四
回
「
集
う
会
」（　

月
１１

　

日
開
催
）
で
、
グ
ル
ー
プ
ご

１１と
の
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
専
門
委
員
会

（
区
の
審
議
会
委
員
お
よ
び
学

識
経
験
者
か
ら
な
る
）
を
設
置

し
、
各
計
画
案
に
対
し
、
専
門

的
な
立
場
か
ら
助
言
を
い
た
だ

（
仮
称
）杉
並
南
中
央
公
園

の
計
画
づ
く
り
を
考
え
る

「
集
う
会
」
の
専
門
委
員
会

を
開
催
し
ま
す

き
ま
す
。
こ
の
会
は
、
計
画
案

に
つ
い
て
、
広
く
区
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
公

開
式
で
行
い
ま
す
。
傍
聴
希
望

の
方
は
、
電
話
で
公
園
緑
地
課

建
設
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

【
日
時
】　

月
９
日
º
午
後

１２

２
時
〜
（
二
時
間
程
度
）【
会

場
】高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

　

問
い
合
わ
せ
も
、
公
園
緑
地

課
建
設
係
へ
。

�
　

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―　
２０

―
８
）
は
館
内
消
毒
の
た
め
、

　

月　

日
∑
か
ら　

日
∫
ま
で

１２

１８

２１

休
館
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
郷
土
博
物

館
@
３
３
１
７
‐
０
８
４
１

へ
。 

郷
土
博
物
館
の

 

臨
時
休
館
に
つ
い
て

�
　
　

月　

日
付
広
報
２
面
「
行

１１

２１

政
実
態
調
査
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
」
の
記
事
で
、
図
２
「
定
住

意
向
」
の
図
中
「
転
出
意
向
」

は
５
・
９
％
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び 【福祉】é西荻さくら会＝６３，２２６円é宮園

グループ＝５０，０００円【緑化推進】é杉並明る
い社会づくりの会＝１００，０００円【文化】é裏
千家淡交会東京第七東西支部＝５００，０００円

（敬称略・順不同）

９月～１０月のご寄付
eありがとうございました
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チャイルドシート体験・交通安全教室

阿佐ケ谷� 高円寺�

永福町�

西永福�
浜田山�

荻 窪 �

新高円寺�

南阿佐ケ谷�

都立和田堀公園�

善福寺川緑地�
公園前�

大会会場：都立 
和田堀公園競技場 

成田東�

青梅街道�

大宮八幡�

五日市街道�

井の頭通り�

青梅街道�

善福寺川�

善福寺川�

和田堀公園�和田堀公園�

野球場� 方南通り�

井の頭線�

大宮八幡�

五日市街道�

井の頭通り�

児童交通公園入口�

児童交通公園�

JR中央線�

区役所�

地下鉄丸ノ内線�

駅伝コース�

南北バス�
すぎ丸�

　区内の公・私立中学校の生徒が駅伝に挑戦。緑豊かな都立和田堀公園周辺で、
２１世紀への熱い思いとタスキをつないで走ります。ぜひ応援してください。

e開会式午前９時３０分
e女子スタート午前１０時
e男子スタート午前１１時
e表彰式午後０時３０分～

1212月月1717日日∂∂

【会　場】スタート・ゴール＝都立和田堀公園競技場（大宮２‐２６）
【コース】善福寺川緑地周辺コース
【種　目】男子の部・１チーム６人、女子の部・１チーム５人
【お願い】車での来場は、ご遠慮ください。

◇シートベルト
コンビンサーによる衝撃体験

◇チャイルドシートに関する展示
◇チャイルドシートの

正しい取り付け方教室
　
☆中学生による交通安全標語大賞
の表彰式もあるよ！

１２月１７日∂ 午前１０時～１１時３０分（雨天中止）

チャイルドシートの正しい使用方法・知識を学ぼう！

都立和田堀公園競技場西側広場　問合せ：計画調整課

◆１月の無料がん検診◆

申し込み方法対象実施日時会場・定員
希望日の２週間前の火曜日ま
でにハガキで杉並区医師会胃
がん検診担当（〒１６６-０００４阿
佐谷南３‐４８‐８@３３９２‐４１１４)
へ。問い合わせは、健康推進
課@３３９１‐１０１５へ

３５歳以上
の区民

１月の毎週木・
金・土曜日
午前９時～午前
中（４・５・６
日を除く）

保健医療センター
(荻窪５‐２０‐１）
定員＝５０名

胃
が
ん
検
診

１２月２０日までにハガキで杉並
保健所健康推進課都がん担当
（〒１６７-００５１荻窪５-２０- １@
３３９１-１０１５)へ。

３０歳以上
の区民

１月１５日∑

午前９時～１０時東京都
がん検診センター
(千代田区神田駿河台
２‐５）
定員＝３０～３５名

子
宮
が
ん
検
診

　　２２日∑

午前９時～１０時

　　３１日π

午後１時～２時

注１．次の①～④に該当する方は、胃がん検診のお申し込みはご遠慮ください。
①胃の手術を受けたことのある方②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または
経過観察中の方③妊娠中の方（または妊娠の可能性のある方）④おおむね１年以
内に区実施の胃がん検診を受けた方２．ハガキ（１人１検診につき１枚）には１
月の胃または子宮がん検診と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢
（平成１３年３月３１日現在）・性別・電話番号・受診希望日を書いてください。申
込締切日は必着。※保健センターで行っていた検診車による胃がん検診は、東京
都がん健診センターが検診車を廃止したことに伴い、実施できなくなりました。
保健医療センターでの胃がん検診をご利用ください。

主な内容・問い合わせ日　　時審議会名

審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

審
議
会
等
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

２１世紀ビジョンと一般
廃棄物処理基本計画の
説明等

【問合せ】
清掃管理課清掃計画係

１２月１２日∏

午前１０時～清掃審議会

家庭・社会・地域の教
育のあり方

【問合せ】
教育委員会事務局
　　　（特命事項担当）

　　１９日∏

午後６時３０分
～８時３０分

第１０回
杉並の
教育を考える
懇談会

・農業委員会委員選挙
人名簿の調製について
等
・成人祝賀のつどいに
ついて等
・報告事項について

【問合せ】
選挙管理委員会事務局

　　１２日∏

　　１９日∏

　　２６日∏

午前１０時～

選挙管理
委員会
定例会

※日時は変更する場合があります。
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１２月２３日¥　午前９時３０分～午後４時３０分
　　２４日∂　午前９時３０分～正午 
☆表彰＝２４日∂午後３時３０分～
※１８日∑～２２日ªの午前９時３０分～午後４時３０分に、参加チームによる試走な
どを行います。

小学生５チーム／中学生１５チーム／一般２チームが参加し、規定競
技（タイムトライアル）と自由演技を行います。ロボットはブロッ
クで本体部分を作り、センサーやモーターなどを組み込んで、搭載
マイコンにインプットしたプログラムで制御します。
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１２月１８日∑～２４日∂　午前９時３０分～午後４時３０分
e杉並工業高校の作品＝相撲ロボット、ライントレーサー
e育英工業高専の作品＝ボール投げロボット、配置ロボット等々
▽育英工専からエコノムーブ（太陽光で走るソーラーカー）もお借り
します。乗ってみませんか。
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１２月２４日∂　午後０時４５分～１時１５分、２時４０分～３時２０分
大阪大学チームと東京大学チームの、アイボによるサッカー競技

f��
１２月２４日∂　午後１時３０分～２時３０分
「ロボットってな～んだ？―アイボで学ぶロボット最前線」
【講師】大阪大学教授・浅田稔さん
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１２月１８日∑～２２日ª　午前１０時～午後４時
※１日３回程度、１回５組まで

e期間中、本田技研工業の人間型ロボット「ＡＳＩＭＯ」のビデオを上
映します。

���������杉並

f中学校対抗駅伝大会

２１世紀へつなげ！
午前９時３０分～午後１午前９時３０分～午後１時（雨天中止）時（雨天中止）　問合せ：社会体育係問合せ：社会体育係

同時
開催
！

チャイルドシートの
抽選会
　チャイルドシート
が２名に当たります
（幼児用／体重９～
１８Ë以下、身長６５～
１００⁄以下）

夢のタスキ

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください（平日夜間の小児科の急病
診療は休止しました）。

 東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り @５２７２‐０３０３
東京消防庁災害救急情報センター @３２１２‐２３２３（ ）２４時間

受付

休日などの急病診療など

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

@3391－5539調 剤 薬 局ê

●日曜・祝日…午前９時～午後４時
@3398－5666歯 科ê

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

ê外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科
@3391－1599
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会場：科学教育センター
（清水３‐３‐１３）
問合せ：同センター

@３３９６‐４３９１
※車での来場はご遠慮ください。

入場無料

後援：ロボカップ日本委員会、東京新聞 ��� 協賛：富士通ñ、日本アイ・ビー・エムñ


